
友好都市中国湖南省岳陽市から 

沼津市へマスク 2 万枚が寄贈されました 

 

【感謝のメッセージを掲げる賴重秀一市長（中央）、沼津国際交流協会から岳陽市への支援金活動

をけん引した田中治之会長（右）と鈴木康圀元岳陽部会長（左）】 

 

 新型コロナウイルス感染症感染拡大により医療物資が不足する岳陽

市を支援するために、沼津国際交流協会では広く市民に募った支援金

を利用し、岳陽市へ防護服や N95マスクをはじめとする医療物資など

を支援しました。156名の感染者が出た岳陽市では、3月 8 日に最後

の入院患者が退院し感染 0 を達成しましたが、その後、沼津市で感染

者が確認されたことや日本での感染者が増加している状況を心配した

岳陽市から“感謝の意を示したい”と日本向けの品質を保持している岳

陽市内の工場で生産されたマスク送付の申し出がありました。“市内の

必要とする部署に的確に配布して欲しい”という田中会長の思いから、

マスクは岳陽市から直接沼津市へ寄付され、5 月 18 日沼津市へ到着

し受取式を行いました。 

賴重市長より『長きに渡る友情と温かな支援に感謝します』とのメッ

セージが、田中会長より『困ったときに助けあえるのが真の友、またお

会いできるのを楽しみにしています』とのメッセージが岳陽市へ伝え

られ、また、友好都市提携 25 周年（平成 22 年）時に岳陽市より沼津

市へ贈られた記念品である掛け軸について、賴重市長より『海内存知己 

天涯若比隣』は「心の知れた友がいれば 世界のどこにいても近しく感

じる」の意で、互いに助け合う今の関係をまさしく体現していることか

ら、10 年前のこの贈り物に縁を感じるとの紹介がありました。このマ

スクは、市内医療機関や福祉施設にて感染防止対策に活用される予定

です。 

 岳陽市でも沼津市役所での受取式の様子が報道されました。 



 

【岳陽市から沼津市へ寄贈するマスク 2万枚の前で岳陽市外事弁公室の職員の皆さん】右から 

江炫龍  岳陽市外事弁公室 外事管理科副科長 

辜英宏  岳陽市外事弁公室 対外服務交流センター主任 

姜 維 岳陽市外事弁公室 副調研員 

王詩寛  岳陽市外事弁公室 専任副主任 

連習群  岳陽市外事弁公室 四級調研員 

廖文君  岳陽市外事弁公室 渉外礼賓科科長 

張 弛 岳陽市外事弁公室 港澳事務科副科長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

岳陽市の寄付について、静岡新聞 5 月 20日(右)ではマスク発送時の写真付きで、 

沼津朝日新聞 2020年 5 月 21 日(左)では田中会長のコメントが詳しく紹介されました。 


